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報告要旨 

 

本研究は、日本に所在する金融機関の店舗における貸出額と預金額の情報を用いて、はじ

めて網羅的に地域金融市場における集中度を計算し、その性質を統計的に明らかにする。

2005 年から 2019 年までの期間について、都道府県や都市雇用圏ごとに、貸出と預金に関

するハーフィンダール・ハーシュマン指数（HHI）を算出し、地域間での差異や時間を通じ

た変化の様子を示す。更に、HHI の要因分解を行うとともに、金融機関合併に伴う HHI の

上昇程度やその持続性についても検証する。得られた主な結果は以下の通りである：(1)貸

出 HHI と預金 HHI は上昇傾向にあるが、大都市圏に属する都府県でもともと低かった貸

出 HHI の水準が更に低下する傾向がみられる。(2)HHI の上昇には、金融機関数の減少だ

けではなく、金融機関間のシェアのばらつきの拡大がより大きく影響している。(3)金融機

関合併による貸出 HHI 上昇は一定期間持続するが、市場集中度が低く市場での競争が激し

い地域では、貸出 HHI 上昇の持続期間が短くなる傾向にある。 
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